


























































ているＧＩＳの雷サージ特性について、実用の5 0 0 KV G I Sによる詳細な実験的研究を行い、
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第５章　１ ２０ OKVQ I Ｓ変電所の耐雷設計………………………………
























































Impul se Withstand Level、以下ＬＩＷＬと略す）によってきまるので、ＬＩＷＬの低
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　（6）減は直ちにＧＩＳ母線径の縮小をもたらし、ＧＩＳの経済性に大きく影響する。　　〔付録－





















































　なお、UHV電圧としては、1 2 0 0 kV　　　　を選び、解析はすべて米国のB onnevilie
P ower Administration (BPAと略す）で開発されたElectro Magnet i c　Trans-
　　　　　　　　（１４）





























































































































鉄　　　塔 サージインピーダンス（ｎ） 伝搬速度( m/(is )
O内は光速に対する％
備　　考
記号 回線数 高さ叫 初　期　部 後　期　部
(1) ２ 2 6.5 ２０ １００ ２１８　(71%)
(2) ２ 5 3.3 ３５～４０ １００ ２３７　（７９％） 27 5kV
(3) ４ 9 0.0 40～50 １０５ ２４０　（８０％）
5 0 0kVX2
　7 7kVX2
(4) ２ 1 10.0 ４０～５０ １０８ ２４８　（８１％） 2 2 0 kVX 2







































































































































































































































































































































サージインピーダンスの異る何本かの単導線の直列接続回路と見なし、( 1.1 7 )式を拡
張してＺｒを算出すること力jできる?3）

























































































































･ 4 ･ ｀ ･
∇S
（ａ）気球による印加線の吊架状況

























































1 SA/d i V
０．２μs/d ｉ ｖ










1 0. 5 A/d i V
0.5μs/d i ｖ
5 8 0 V/d i V
第1.2 3図　直列インダクタンス４４０μ／７を付加した場合








































































(1) ２ 2 6.5 4.0/､/F １９６ １００ 1.9 6 1 4. 1 ７．８
(2) ２ 5 3.8 i.8/VI ２８４ １００ 2. 3 4 2 8.5 1 8. 9
(3) ４ 9 0.0 12.4パ/i ２０１ １０５ 1.9 1 4 4.6 2 4.8
(4) ２ 1 1 0. 0 10.5/､/i ２２４ １０８ 2.0 7 5 1.4 1 8. 0
































（％） ( 1. 2 0 )













































































( 1.2 1 )
( 1. 2 2 )
はｚの範囲があまり大きくない場合には、その範囲内においては
+ ≪2 ≪1 . "2 :定数
によって、よい近似を示すことから( 1.2 2 )式は次の( 1.2 4 )式になる。
















( 1. 2 3 )
( 1. 2 4 )






Ztu ― "^:ｒz，・Ｚｔｕ ( 1.2 6 )
次に、下部のサージインピーダンスZ7･どは、下部の等価半径をｒ7･1とすれば(1.2)式から
　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　2∬　（40）、（41）




ＺＴ£― fC y≫£・ｚy£ ( 1.2 8 )
　さきに述べた26.5/wから２１４ｓまでの鉄塔について、ｒ 7･2として腕金平均長の垢をとり、
ＫＴｕ　＝0.5として( 1.2 6 )式からZ7、を、また、り1として、下相腕金取付部における主




//('≫) 馬（??Z） 均（ｓ） ２り20z） ≪1 7Z2 zん(Ω)
　Zth(Ω)
('^Tu=05) r^j(m) (聯匍
(1) 26.5 17.0 9.5 7.8 1.60 0.25 145 73 1.6/'､/l「 204
(2) 53.3 33.0 20.3 13.9 1.46 0.27 150 75 3.4/､/l「 １９９
(3) 90.0 52.0 38.0 24.8 1.64 0.25 146 73 ６／､／７ 192
(4) 110.0 83.0 27.0 18.0 2.04 0.22 185 93 3/√2｀ 262
(5) 214.0 170.0 44.0 25.7 2.40 0.22 201 １０１ 7/√11 254

















































































































( 2. 4 )
となるので、第2.1図のＶ－ｔ特性から任意の£に対する閃絡時間Ｚを求め、Ｖ夕をこのホー
ンギャップの直流閃絡電圧とおくことにより積尺Ｃを求めることができる。Ｒの値は少くとも
送電線路のサージインピーダンスに対して十分大きく選ぶ必要があるので、例えば/? = 0.5 M






































































































適用可能な特性としたときに得られる値である心= 0. 3 1、み＝２１１１、。= 2. 2 9、






































































り5 0 0 kV架空送電線２回線に接続され、変圧器側は約１ ２０ｍの油浸ケーブルにより







































　2 1 5 0 pFの比較的大きい対地浮遊容量をもつ。
ぐＶ）計器用変成器（ＰＤ）は、金属箔と油浸紙を同軸に巻いた油浸コンデンサ形の本体を


























ケース 終　　　　端 主母線長岡 全容量（pF） 包含機器
Ｉ ES2 (DS2：開放） 5 4.5 575 6 PDl
Ｕ ES3 (DS3：開放） 7 0.0 6822
PDl
CB 1






















( 3. 1 )式によりサージインピーダンスを計算すると約４６ｎ(こ１００×６１０／1330)
となり、伝搬速度は、両図の(ａ)、(b)の£(z)とも非常にゆるやかに変化しているので、末端
からの反射波が到来した点を明確に見定めることは困難であるが、第3､5図の場合には、
入射点からおよそ0.4 5μ８の点とみられ、入射点、反射点の実長が５ 4.5 mであるので、





































で表わされ、いまの場合、Dz/Dx = 3.5 8であるからzc = 16.5 nと実測から得られる
値の約1.7倍になる。また、伝搬速度についても、SF6ガスの比誘電率は1.0 02 04 9
（１ a tm ２５°Ｃ）であるので、スペーサの影響を考慮しても光速に近いはずである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(48)次に、Dt /B＼ = 3.1 6、長さ３２ｍの他の5 0 0 kV G I Sの母線部分のみをSF6ガス
を充填せず大気とし、導体に印加線を直接接続して、第3､4図と全く同様の方法によって
測定を行ったところ、第8.8図に示すとおり、反射点や£（z）の値を明確に判別し得るオツ
シログラムが得られ、これからサージインピーダンスを( 3. 1 )式により求めた値、Ｚｆ＝






















































3.2. 2　5 0 0 kV Q I ｓのEMT Pによる解析結果
































































































































































































































































































































































































多導体直径( mm ) 12 9 0.
架空地線　　　　ACSR　9 5 0iniilX2条/基
しやへい線　　　　　AS　　　１００ｄｘ１０条/基




















































































　　( Q I S入口）における静電容量
　　架空線とＧＩＳの接続は、ブッシ
　ングによって行われ、この対地静電





























































第4.8図はら= 2 0 0 kAとしたときの第１鉄塔の塔頂電位の計算結果で、塔頂電位はま


































































































































































































































































3 7 2 1
　　　　（１００）












2 4 9 7
　　　　（　７６）
























































































÷¶　･j　－ - - ● －
; : i :°ごしj' L-..:- ;





































































　　一般に、ＵＨＶ変電所の標準的規模としては、ＵＨＶ送電線６回線、UHVy5 0 0 kV





● 　 - 1 〃
　変電所の母線方式としては、種々の方式が考えられるが、ここでは第5.1図に示すように
1200kｖ側母線は最も一般的な２重母線１しゃ断器方式で各母線に母線区分しゃ断器を





















































































構成機器 主な仕様 サージ計算上の表現方法 回　　　　路
ガス絶縁主母線 定格電流　12kA
























































































ＧＩＳ入口、変圧器喘、母線区分断路器 V. -Pl5 Ｖ２ -Pl5
7Z　　　　　//　　母線上節点P12 Vl -Pl2 Ｖ２ -Pl2
Z/　　P 10 Vi -Pio Ｖ２-Pio
//　　？1 Vi －Ｐ７ Ｖ２－Ｐ７
〃　　Ｐ３ Yi －Ｐ８ Ｖ２－Ｐ８




























や. G I S入口（Ｎ６８）に帰ってくる系内からの反射波は　①Ｎ６８→Ｐ１８→Ｎ６８ 、
②Ｎ６８らＰ１５→Ｎ６８ ９（１１）Ｎ６８→Ｐ１８→Ｐ１５→Ｎ６８ 、（ＥＩ）Ｎ６８→Ｐ１８→Ｐ１５→Ｐ１８→
Ｎ６８　の４うの経路とでなり、これらは系内の付加静電容量を考慮した見掛けのサージ伝
搬速度を２４０ｓ／μ８と仮定すると、それぞれ1.9μ8 ( ~2 2 5×２／２ ４ ０ ）、













から約2. 5 1 M Vと低い値であるが、これより2.2μ８後の第２ピークでは上記の①お



























































































変圧器端(Ｐ１８)では、第5:1 0図(ａ)に示すように避雷器により、2. 3 5～2.0 9MV
以下の平担な波形となっている。しかしながら、この場合、避雷器に流れる電流は、第



































　系内の電位分布は、まずＧＩＳ入口では、避雷器により2. 4 6～2. 1 9 M Vに抑制さ






















































　高電位2. 4 4 M Vを生じている。しかし、波形は、前回のIV I までの波形に比べ、ピー
　クの少ない比較的平坦な､ものとなっている。〔付録４　付４－４図（ａ）～（d）〕
































　　　この値は、ケースＶ Ｉ一P15 の系内最高電位2. 4 4MVよりわずか低い値にすぎない
　が、各節点のピーク値の平均は2. 1 4 M VとケースV I -Pi 5 の２．２２Ｍｖより低く、
　代表的節点の波形も平坦!こなっている。（付録４　付４－８図（ａ）～（d）〕
　また、各避雷器に流れる電流ピーク値も、２ 2.4 kA 、２3.1 kA、３ 2.6 kAと許容
　値４ｏｋＡより相当低い値となっている。〔付録４　付４－８図（ｅ）（口(g):3
(Vi) G I S入口、変圧器端、母線２ケ所（Ｐ３とＰ１５）に避雷器を設置した場合（ケース
　　Y 1 -P 3-P 1 5 )
　　ケースY t-P3の解析結果から、さらに母線区分断路器開放端(Pis)にも避雷器を
　設けた場合について解析したもので、系内各節点の電圧ピーク値は第5.1 5図に示すと
　おりである。各節点とも1.9 5±0. 1 5 M Vと８％の変動範囲内にあり、系内の電位分
　布は極めて平坦なものとなる。系内の最高電位は線路用しゃ断器端（Ｐ２　）における
　2. 1 OMVである。各節点における電位波形もさらに平坦になり、各避雷器に流れるサ






























､Ｎ６８ Ｐ　２ Ｐ　８ Ｐ　５ Ｐ７ Ｐ１０ Ｐ１１ Ｐ１２ Ｐ１４ Ｐ１５ Ｐ１６ Ｐ１８ GIS
入口
変圧器 母線
１１ -一一 5.81 6.2 5 ６２２ 5.86 5.6 9 5.75 5.7 5 6.0 0 6.17 6.80 5.7 6 6.16 - - -
１１ 一気8－ 3.89 3.23 3.29 3.17 2.95 2.8 4 2.8 4 3.18 3.5 6 3.7 9 3.17 2.3 5 - 61.1 -
Ⅲ１ ・N68一一 2.4 6 3.6 4 3.67 3.4 7 3.4 5 3.5 9 3.6 0 3.78 3.9 5 4.0 5 3.47 3.4 3 7 7.0 - -
IV. N。Pu.- 1.95 2.83 2.6 8 2.4 2 2.43 2.4 7 2.4 8 2.64 2.81 2.91 2.40 2.01 30.6 3 9.8 -
Vi-Pk Ns馬島5 1.8 9 2.44 2.3 4 2.3 8 2.34 2.3 2 ２３３ 2.20 2.13 1.9 2 2.38 1.9 5 22.E 3 0.3 25.6
VI一 P12 N。P18 P12 1.9 2 2.5 7 2.4 3 2.17 2.10 2.0 6 2.0 6 1.9 9 2.15 2.3 6 2.16 1.9 2 2 5.7 26.6 30.7
V,-Pio Na, P18 Pio 1.9 2 2.5 5 2.40 2.17 2.0 0 1.9 4 1.94 2.14 2.31 ２４４ 2.18 1.91 25.7 24.3 24.1
V,-P7 NfflP^Pr 1.9 0 2.4 9-
２３５ 2.14 1.94 2.0 3 2.04 2.14 224 2.4 2 2.19 1.89 235 22.2 24.1
VI一 P3 NeaP^ P3 1.89 2.18 2.01 2.17 2.17 2.18 2･.18 2.18 2.2 4 2.4 2 2.2 0 1.9 0 2 2.4 23.1 32.6









　るのはケースV 2-Pl2の2.1､2Mｖで、この値はさきのＶＩ－Ｐ３の2. 4 2 M Vより相当




















１２ 一一- 6.2 9 6.2 5 6.18 5.9 9 6.12 6.29 6.29 6.4 2 6.48 6.7 0 6.3 4 7.01 - -
-
12 －P18－ 2.82 2.73 2.74 2.5 9 2.5 2 2.4 6 2.47 2.51
2.6 9 2.85 2.7 8 2.09 - 55.7 -
皿２ 凡8－ － 2.18 3.7 2 3.7 7 3.59 3.53 3.7 5 3.7 7 3.7 7 3.7 6 3.8 5 8.83 3.9 2-
81.5 - -
Ⅳ2 NfigPis- 1.94 2.22 2.31 2.23 2.3 2 2.3 8 2.3 9
２４２ 2.36 2.3 8 2.40 2.0 0 285 88.8 -
V2-Pl5 N68P≪ R5 1.9 0 2.2 0 2.26 2.22 2.17 2.24 2.25
2.20 2.0 7 1.88 2.04 1.92 22.9 ２６２ 19.7
'2 Pl2 NesP^ Pヱ2 1.8 8
2.0 6 2.12 2.0 8 2.01 2.0 0 2.0 0 1.9 3 2.01 2.08 1.9 6 1.9 5 20.5 30.7 22.5
'2 -PlO N68P13乃o
1.8 8 2.0 6 2.0 2 2.0 0 1.9 7 L98 1.94 2.0 2 2.0 9 2.19 2.03 1.9 6 20.5 31.5 21.3
V2－ P7 N68P≪ P7 1£8 2.0 4
2.0 0 1.9 3 1.8 8 2.0 2 2.0 2 2.07 2.0 9 2.2 0 2.08 1.9 6 20.5 31.3 １８ｊ
V2-P3 NegPisP3 1.88 1.94









る電流は４ 2.3 k Aと許容値の4 0 k Aを超過し、ケースｒl、ケースｒlのみならずケ
ースｒlも実際には実現不可能となる。　　　　　　　　　　　　。･
　従って、この場合には結局、避雷器は３個以上が必要となるが、ケースY'l －P8　の解
析結果では、各節点のピーク電圧値は、5.5.1のケースＶ I -P3-P15 で検討したＰ特性
の避雷器を４個設置した場合の各節点のピーク値とはゞ等しく、系内の最高電位もケース












N68 Ｐ　２ Ｐ　８ Ｐ５ Ｐ７ P10 Ｐ１１ P12 Ｐ１４ P15 P16 P18 GIS
入口
変圧器 母線
14 一一- 5.81 6.25 62 2 5.8 6 5.6 9 5.75 5.7 5 6.00 6.17 6.3 0 5.7 6 6.16 - - -
r. P]8－ 3.27- 2.6 6 2.62 ２４５ 2.2 8 2.4 9 2.5 0 2.73 2.9 6 3.19 2.4 9 1.80 - 58.0 -
14 N68－ － 1.94 3.0 7 3.12 3.18 3.14 3.2 5 8.26 3.4 5 3.59 3.6 5 32 2 3.2 6 90.0 - -
恥 NesPis－ 1.71 2.52 2.4 3 2.20 2.24 2.23 2.23 2.41 2.52 2.6 2 2.17 1.73 3 6.1 4 2.3 -
V'1－ P3 NegPB P3 1.66 1.94 1.76 1.9 5 1.99 2.0 0 2.0 0 1.98 1.9 9 2.13 1.9 9 1.64 2 6.8 ２８４ 3 2.6
注1.下線一一は系内の最高電圧ピークを示す。
注２．　１;は11と同一となる。






　　ＧＩＳのＬＩＷＬは、2 9 5 0 kVと相当高い値となり、また、変圧器端の避雷器には、
　　3 9.8 kAと許容値近くのサージ電流が流れる。次に、避雷器のＶ－Ｉ特性が将来実現が


















（6）すなわち、１ ２００ kV UHV ＧＩＳ変電所では、各主母線区分ごとにＺｎ､０避雷器を現
状では４個、将来そのＶ－Ｉ特性が向上した場合には３個をＧＩＳ入口、変圧器端、線路ノ
側しゃ断器端、母線区分断路器端（4ｲ固の場合）に設置することが最適の耐雷設計となり、











































































　第５章は、第４章で述べた逆閃絡サージが1 2 0 0 kV Q I Sに侵入した場合のＧＩＳ内の
サージ分布を解析したもので、ＺｎＯ避雷器の適用方法を詳細に検討し、ＺｎＯ避雷器では複
数個の避雷器を適切に分散配置し、ギャップレスの特徴をいかした並列分坦効果の活用をはか
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　EMTP(Electro Magnet i c Trans ient Program ）は米国ポンネビル電力局
　( Bonnev i 1le Power Administration ―BPAと略－）のDr. H. W. Donme 1 (現






追加が続けられ、以前のOld Version（ＢＰＡにおける19 7 5年８月のVer sion)に
　代ってNew Vers i on (Model ２1=2 1版およびMode 1 ２８）が広く用いられるが、これに
　よると８００ノード程度の回路まで処理可能で、このときのソースプログラムの所要メモ
　リは８８０Kbit 程度、また、計算所要時間は３９ノード４１ブランチの集中定致回路で


























































　　　　　　　　　　　　　　　　pa s t hi s t oryの項
（キャパシタンスｃ）jl-4（z）＝器{v,{tトｚ･4(0}十尽4（z－△n (7)
　ただし、71-4（Z－△Z）＝一器り1（Z－△Z）一乙｛Z－△０｝一仁4（Z－△n (8)


































（1（l式よりｚ･十Ｚヽt=2ZF (.X-a t )
いま、ｒ＝葬略長　：　伝搬時間とすると












































〔i I― 2pha se〕＝〔Ｚ pha se 〕‾１・〔^iphase〕十〔/l-2 phas e〕
　　　ただし、〔Zphase〕-1＝〔く?〕〔Zmode〕-1〔Ｓ〕-I































































　　　　　　Ｚ mode ―1''° Zs ’＋（Ｍ－１）Ｚ。タ







































































































ｆ（Ｈｚ） 10-' 100 １０２ １０４ １０６
r' ( Si/kvt) 0.019 0.022 0.302 19.4 453.0
































































































































































































































































ここでu{t)は入力の和であり、ｎ個のpas t h i st ory は次のように書き替えられる。

















　　非線形機能は叫式の形で直接解くことはできないが、Sequent ial ly には解くこと
　ができる。この方法によっても付1-13図(ａ)のようにOpen―1oopの場合には厳密解









u : SIGNALS OF UNKNOWN VALUE





　　　　　　　　付1-1 2図　Simu11 aneous　so 1ut i on of


























　　　　　(c)UNCOUPLING OF THE SOLUTION
付1-1 3図　Treatment　of nonli nea r
　　　　　　　functi ons














































　　Trans ient　re covery　vo 11 age.
　Solid　curve　for measurement s
　dot t ed　curve　for　digital　８ｉ－





　　"Harmoni cs　foil owing　1 oad
　reject i on. So 1 id　cur ve　for
　measurement s ，dot t ed　curve













　　Impu 1 s e　in　ground-return mode　of
　HV dc　ｌ ine. Curve　1-Sendig-end　vol-
　　tage. Curve　2 -Me a s u r eme n t　at　13.2 ka.

















































































（８）　INICカード( Ini tial　Condi tion Cards )
　　初期条件を記入する。
（９）　NVOSカード(Node Vo11 ag e Output　Spe cif
　　出力を希望するノード電圧を指定する。
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- － ¶ 7
二飛に‰,いs,7 ･･･ 立四丿七_
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合計が相導体電流に等しいことから、その電流を/l ( = III十j12十………十/l 。）ｉｌ２
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付4-12図（ｅ）ヶ－スlib (G I S入口に避雷器を設置）
　　　　　　－ＧＩＳ入口の避雷器の電流波形－
　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　間　（μ８）






























































































付4-15図（ａ）ヶ－スV2 － P12 CGIS入口、変圧器端、母線P12に避雷器を設置）
　　　　　　　　　　　　　　－ＧＩＳ入口の電位－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　間　（μ８）







































付4-15図（ｅ）ヶ－スV2 － P12 CGIS入口、変圧器端、母線P12に避雷器を設置）
　　　　　　　　　　　　　-G I S入口の避雷器の電流波形－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　間　（μ８）




































































































































５００ (46) (242) 単　相
実測値　関電大飯
（測定時浮遊容量の付加あり）








３００ 70.5 ２７８ 単　相 々　　閃電新寝屋川
２７５ ７０ １９６～２０７ ８　相 々　　（1相）メーカーＢ
１５４ ７５£～８０ ２１７ 単相10m 4･　関電新生駒
８４ ４０ ２５０ 単　相 4･　バ･新寝屋川
８４ ４８ ２４８ ８　相 g〆　　　　式g　　　な
１０ １００ ２１７ 単　相 々　　メーカーＤ
３００～７６５ ６０ ３００ 単　相
　　　　　CIGBE 23 －08 (1972)
推定値　　　　　　S
i emens
２４２ 7 3.8 ３３０ 単　相
　　　　IEEE T73034-6 C1973)
〃　　　　　　　　W.H.
２４５～８００ ６０ ３００ 単　相 々　CIGRE38‾03(雲こ
１２３ ７０ ２９０ 単　相
　　　CIQKE33-08C19 76)
４′　　　　　　　EdF.Delle
１３００ ６０ ３００ 賤目33(Hl00inni 計算値W, Boeck他
７２５～７６５ 7 3.8 ８００ 単　相 々　H.W.Andel他
１３８～５００ 5 4.1～5 7.2 ２５８～２７８ 眼　相 4，　　メーカーＥ（アメリカ）




















1 4 6.0 6
-5 0.8℃
－6 8.8℃

















２１９８cal/g･mo 1e C 2 0℃）
５６４０ｃａｌ／ｇ･ino1 e
3.3 6×１０－５ｃａＩχｍ・８ｅｃ℃（２０℃）
1 3.9４ ca 1/mo 1 e ･℃（１ ００°Ｋ、固体）
2 8.5 0　　　　4･　　（2 3 0°K、液体）
0.1 5 4　　　　々　　　（８ ００゛Ｋ、気体latm )
0.0 1 ５７cent i po i ses C気体latm ３ 1.1 6℃）
0.3 0 5　　　々　　　　　４ｒ　　（液体13.5 2℃）
1.0 0 07 8 3 ( 0℃、I atm )
８．０２ｄｙｎｅ／＆（－２０℃）












































　　８ 6.1 CKV/cm ) at 1 Ckg/?) =8 9 CKV/an ) at１ C atm )




































500 ８６０ ２４０ 2.1 3.0 15.4 8 12.19 1,80 0
２７５ ５３０ １７０ 2.1 4.0 18.9 3 14.7 0 1.26 0
１５４ ３４０ ８５ 2.2 4.0 18.9 3 15.5 3 ９００



















LIWL朗 1.800 1,550 1.300
Ｄ(９ 100 73 61
付６－３図　ＬＩＷＬによる５ ０ OKVGIS
　　　　　　　母線径の比較






1.系統殼高電圧 1 2 0 0 KV





















5.短絡電流 ＵＨＶ側，５ ００ＫＶ側とも：５０ＫＡ（６3KA )
6.変　圧　器 １,１5 0KV/5 25KV .'3,000MVA
7.開閉設備 母　線　　ＵＨＶ側，５ ００ＫＶ側とも：1 2KA
送電線　　ＵＨＶ側，５ ００ＫＶ側とも：1 2KA









































































































































　　CUHV. 500KV送電線; 6 cct,変圧器；4バンク）
　　　　　(b) 1 1/2 CB方式
付７＝１図（２）　ＵＨＶ変屯所単線図



























































　　　　　　　　　1 6 4 0 KV
X、／Ｔ　　　= 2 3 1 8 KV
ｘ、／ｉ｀×1. 1 = 255 0 ≪■




























2 7 0 0
2 2 5 0
2 5 5 0
2 10 0



























































































































































た世界最初の5 0 0 KV G I Sの建設計画、設計および建設後のサージ特性実測試験にも直
接関与し、緒言においてふれたようにＧＩＳ時代の到来とともに、きらに本格的な経済設計の
追究が必要と考え、現在なお小形改良形ＧＩＳ母線、高性能しゃ断器の開発、高性能避雷器の
開発をはじめ諸性能の向上化に取り組む等ＧＩＳとのかゝわりは極めて深いものがある。
　発変電所の耐雷設計については、19 5 5年頃よりようやく積極的な検討が行われるように
なり、特にこゝ数年は高性能のシュミレーターや大型計算機の発達によって解析面の著しい
進歩がみられる。しかし、ＧＩＳやＺｎＯ避雷器等の新しい分野については勿論、鉄塔をはじ
めとする従来の分野においても的確な解析が行われているとは言い難く、特にＧＩＳの経済設
計をはかる上でその背景となるＧＩＳ変電所に対する｡より精度の高い耐雷設計法の確立の必要
性を痛感し、諸先輩の御指導と多くの方々の御協力を得て研究をすゝめてきた。
　この論文は、これらの研究の成果をまとめたもので、これによりＧＩＳに関する永年の大き
な懸案の一つを解決することができ、その責任の一端を果たし得たものとよろこんでいる次第
である。
　最後に、いまは亡き恩師、元京都大学工学部名誉教授大久保達郎先生には在学中、_､蹴職後
を問わず、公私にわたり格別の御薫陶をうけ、論文作成についても早くから再三にわたり御鞭
達と御指導を頂いた。ここに漸くこの論文をとりまとめ得た機会に、更めて御遺徳をお偲びす
　　　　　　／
る次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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